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自己紹介

• 大阪教育大学天文学研究室

• 活動的天体現象やブラックホール天体の研究をしています

• 小中学生や幼稚園児の天体観察会もやっています

67万㎡ 甲子園球場の約17倍）



大阪教育大学
口径51cm望遠鏡



地元の市と共催で行っている星空観察講座（「広報かしわら」より）



天文学者とは

• 地球の外の世界を研究している人の総称

• たとえば日本天文学会2025年春季年会の発表区分は、
• 太陽
• 恒星・恒星進化
• コンパクト天体
• 星・惑星形成（星形成）（原始惑星系円盤）（惑星系）
• 星間現象
• 銀河
• 活動銀河核
• 銀河形成・進化
• 銀河団
• 宇宙論
• 観測機器（電波）（光赤外・重力波）（エックス線・ガンマ線）
• 天文教育・広報普及

• 夜空の星を眺めて「わあきれい」みたいなことをしている
わけではありません（趣味でやっている人は割といます）



天文学者は2種類に大別されます

• 観測屋さん
• 実際に宇宙の天体を観測してデータを取り、新しい事実
を見つけだします

• 望遠鏡だけでなく人工衛星や実験装置なども使います

• 理論屋さん
• 新事実が発見されると、それを説明する仕組みを考え、
未発見の現象を予言します

• 紙と鉛筆、パソコン、スパコンなどを使います

• この両者の二人三脚で天文学は発展してきました
• たまに「二刀流」もいます



恒星と惑星

• 恒星：太陽を含めた自分で光る星（≒ 星座の星）
• 惑星：太陽の光を反射して光る、星座の中を移動する星（惑う星）

（１）太陽をまわり、
（２）充分重たいため球形であり、
（３）自分の公転軌道付近で他に匹敵する天体が無い随一の天体

• 天王星はウィリアム・ハーシェルが望遠鏡を使って発見しました
– 水星から土星までは肉眼で見えるため、大昔から知られており、特段の発見者はいません



Krajnović (2016)

天王星の動きには奇妙なふらつきがある！
（※この図を理解する必要はありません）

①観測屋さんのデータから新事実が判明



②理論屋さんがうまい説明を考案

ルベリエとアダムスによる
未知の惑星の軌道予測

天王星の軌道のふらつきは、
その外側でまだ発見されて
いない惑星がおよぼす
引力を考慮すれば
説明できる！

万有引力の法則で
計算することで、
未知の惑星の位置
が予想（予言）された

Krajnović (2016)



③観測屋さんが理論予測を検証
ほぼ予測通りの位置に惑星が発見された！それが海王星
（ヨハン・ゴットフリート・ガレが海王星探索で使用した星図）

ルベリエの予測位置

発見位置

Krajnović (2016)



大阪教育大学
口径51cm望遠鏡
で観測するよ！



ケフェウス座の渦巻銀河 NGC 6946

このような画像を撮ることができます



星がいくつか写っているだけ？のたいへん地味な画像ですが、
観測屋さんは普段こういう画像を延々撮り続けます・・・
（研究としての天体観測は大体こんな感じです）



Valtonen+ (2024)

中央に写っていた（星にしか見えない）天体の明るさを測定するとこうなります

OJ 287 の過去140年間の明るさの変化

西暦

明
る
さ



184億太陽質量の
超でかいブラックホール

1億5000万太陽質量の
別のブラックホール

超でかいブラックホールの周りの
回転ガス円盤に12年に2回衝突

一見、星のようにしか見えませんが、実は35億光年先の活動銀河！



大阪教育 天文

今日は時間の関係で詳しく話せませんが、
質問などは随時受け付けています

電子メールでいつでもOKです
katsura@cc.osaka-kyoiku.ac.jp

研究室のホームページ
https://quasar.cc.osaka-kyoiku.ac.jp/



天文学の対象

• 宇宙の天体現象や天体構造など

• 近くに行って測定したり手に取ったりできないし、
実物を再現もできない（さっきの OJ 287 とか）

• 遠く離れた地球から観測して分析する
• コンピュータや実験室の中で仮想的に再現する
• 天体物理学や宇宙物理学など、分野としては物理学

• 太陽系内は探査機の登場によって現場や近くで観測
できる時代

• 天文学というより地球科学の応用としての惑星科学の対象
• 理学のなかでも気象学、地質学、生命科学あたりを目指す
方が近道かも

• 探査機を開発・運用する宇宙工学なら工学部かも



https://photojournal.jpl.nasa.gov/catalog/PIA14922

土星の衛星タイタン



https://photojournal.jpl.nasa.gov/catalog/PIA11603

土星の衛星タイタン



http://www.esa.int/spaceinimages/Images/2006/05/Titan_s_surface

http://sci.esa.int/cassini-huygens/39211-huygens-view-of-titan-from-five-altitudes/



https://photojournal.jpl.nasa.gov/catalog/PIA07236

http://www.esa.int/Our_Activities/Space_Science/Cassini-Huygens/New_images_from_Titan



http://www.ciclops.org/view/6752/Rain_on_Titan

蒸発したメタンが雲になり、雨になって地表に降り、液体メタンの川や海を作っている
タイタンではこうしたメタン循環（地球における水循環）が起こっている→ 地球科学を応用



https://photojournal.jpl.nasa.gov/catalog/PIA19808

火星探査車キュリオシティの自撮り写真



キュリオシティが火星のゲイル・クレーター内で撮影したパノラマ写真

https://www.nasa.gov/feature/jpl/new-finds-for-mars-rover-seven-years-after-landing



https://www.nasa.gov/feature/jpl/nasa-s-curiosity-rover-captures-shining-clouds-on-mars

2021年3月19日の日没直後に撮影された火星の曇り空

2021年3月5日に撮影された火星の真珠母雲



https://www.jpl.nasa.gov/spaceimages/details.php?id=PIA23347

キュリオシティが撮影した火星の堆積構造



https://www.esa.int/ESA_Multimedia/Images/2014/04/Osuga_valles

火星のオスガ渓谷
最大幅20km・深さ900mに達する全長164kmの渓谷は、大規模な

洪水によって形成されたと考えられます → かつては大量の水があったはず



https://wired.jp/2021/08/15/why-perseverances-first-mars-drilling-attempt-came-up-empty/

火星探査車
パーサビアランス
が地面に掘った穴

火星の岩石を分析
生命の痕跡も調べます



http://www.hayabusa2.jaxa.jp/topics/20190328_illustration/

JAXAの探査機「はやぶさ２」
小惑星リュウグウに接地して岩石を採集し地球へ帰還



https://www.astroarts.co.jp/article/hl/a/11887_ryugu

2019年2月（上）と7月（下）に採集された小惑星リュウグウの岩石
（容器の内径は21mm）



近年注目が高まっている「宇宙天気」

• 太陽の活動によって電離圏や磁気圏を含む地球で発生する自然現象のこと

• 短波や人工衛星を用いた通信・放送、衛星測位、宇宙ステーションの運用などに
大きな影響を与えるおそれがあるため予報が必要とされます（太陽の研究を応用）

https://swc.nict.go.jp/knowledge/relation.html



1770年9月17日の「赤気」の記録
北海道から佐賀・長崎までの広い範囲で目撃されており、約40の書物に記録があります

そのひとつである尾張藩士の高力種信による『猿猴庵随観図会』（1778年頃）
「火の雨が降っているようであった」と記載→ 現代の知見で当時の太陽活動を探る手がかり

http://www.geoweb.jp/auro2.html



天文学に関係するお仕事

• 研究者（いわゆる天文学者）
• 宇宙が研究対象（天文学）
• 太陽系が研究対象（気象学、地質学、生命科学）
• 歴史記録が研究対象（歴史学と科学の融合）などなど

• 天文教育・普及従事者
• 科学館の学芸員、プラネタリウム解説者、学校の先生
• 出版社、望遠鏡や光学機器の製造販売企業
• （ネットやＳＮＳの時代では可能性は色々あるかも）

• 天文を職業にするのは実は色々なアプローチがある
• いずれにしても天文学への強い興味・関心が必要
• 普通の就職と比べて間口が広くないのは事実



研究者のお仕事

• 具体的な内容は研究分野によって大きく異なります
• データの取得や分析
• 共同研究者との議論
• 新着論文を毎日チェック
• 論文作成
• 学会や研究会への参加（研究発表や情報収集）
• 予算の申請書類の作成
• 公開講座、出前授業、などなど

• 自分ひとりで閉じこもることはほとんどなく、意外なほど
人とのコミュニケーションが必要とされます

• 研究内容によっては外国人との共同研究も普通にあります

• 理系の論文は基本的に英語なので読み書きはほぼ必須です



研究者のたのしいこと
しんどいこと
• 研究とは今まで誰も知らなかったことを明らかにする
こと

• それが解明できればうれしい

• それが評価されればうれしい
• なお公表されない研究成果はこの世に存在しないのと同じ…

• 研究はあらかじめ答えがわかっていない

• がんばったけど結果に結びつかないこともある

• そこでヘコまない・失敗から学ぶ

• 学術研究の実際は地味で地道な活動、忍耐も必要

• 研究者の多くは、研究とは無関係の雑用も色々こなさ
ないといけない



大学教員のお仕事

• 自分の専門分野の研究・教育活動

• 大学生の教育
• 一般教養や専門科目の授業

• ネタ集め、準備、採点なども含まれます
• 研究室に所属する学生の指導（卒論ゼミ）
• 学生の担任業務、就学に関するマネジメントなど

• 大学の運営に関する業務
• オープンキャンパスなどの広報活動
• 入試の運営（入試問題の作成、試験監督、面接員）
• いろいろな学内委員（大学によってはこれが多い…）



理系の研究者になるには

•中学→ 高校→ 大学

•大学院（修士課程2年、博士後期課程3年）
• いま英語が得意でなくてもなんとかなります（自分
は大学や大学院で必要に迫られそこで鍛えられた）

• 博士後期課程で博士論文を作成して学位を取得

•どの分野でも博士号の取得はほぼ必須
• その後、研究職が見つかるまでは任期付の非常勤研
究員（ポスドク）を転々とすることがほとんどです

• 博士後期課程まで来ると普通の就職が難しい現実
• すくなくとも日本では博士号取得者が正当に評価されな
い社会問題があります



セシリア・ペイン-ガポシュキン
（1900～1979）

https://airandspace.si.edu/multimedia-gallery/14038hjpg



セシリア・ペイン-ガポシュキン
（1900～1979）

• 1925年の博士論文で恒星は地球とは違い大部分が
水素とヘリウムでできていることを初めて示した
（ちなみにハーバード大学天文台初の博士論文）

• 1956年に女性として初めてハーバード大学天文学
部の教授となった

• 「名声やお金を求めて科学研究の道へ進んではい
けません。そういうものを手に入れるのなら、
もっと簡単で良い方法があります。他のものでは
満たされないときにだけ、その道へ進みなさい。
おそらく受け取るものは他に何も無いのだから。
その道を上って行くにつれて視野が広がってゆく
こと、が見返りです」

• “Cecilia Payne-Gaposchkin: An autobiography and other 
recollections” second edition, 1996, Harvard University Press



天文学に関係するお仕事

• 研究者（いわゆる天文学者）
• 宇宙が研究対象（天文学）
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• 歴史記録が研究対象（歴史学と科学の融合）などなど

• 天文教育・普及従事者
• 科学館の学芸員、プラネタリウム解説者、学校の先生
• 出版社、望遠鏡や光学機器の製造販売企業
• （ネットやＳＮＳの時代では可能性は色々あるかも）

• 天文を職業にするのは実は色々なアプローチがある
• いずれにしても天文学への強い興味・関心が必要
• 普通の就職と比べて間口が広くないのは事実
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